
南山教会地震の避難について 
 

1. 地震が発生した場合、天井から天井板などの破片が落ちる可能性があるので、会衆の
皆様は、落下物を防ぐために、ハンドバッグや座布団等で頭、身体を保護してください。  
地震の最中、聖堂の外に逃げないように注意。 

2. 地震が落ち着いたら、（塔から破片が落ちる可能性がありますので）、聖堂玄関と左右
の両出入り口は最も危険であること、また、それらの出入口を避難に使用しないことをア
ナウンスし周知徹底してください。 

3. 地震の直後、怪我人を、香部屋⑤の奥の部屋⑥へ移動させてから、残りの人は、香部
屋⑤を通って（A）の避難所（司祭館の庭）へ、また、控え室④を通って（B）の避難所
（納骨堂の前）へと、一時的に避難をする。 

4. 香部屋の外側は、救急車のためにスペースを置いておくこと。ピオ館側の道を妨げる
ことがないように注意。（車の移動は案内にしたがってのみ行う。） 

5. 東の入口〈体育館側の道）は、石垣の崩れもあるから危険。（安全確認の後に使用可
能。） 

6. 車椅子の方は香部屋⑤を通って、避難すること。 

7. 車椅子と担架は、大聖堂の階段の下⑦に、大工道具は教会事務所の前の倉庫⑧にあり
ます。 
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南山教会運営委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 



地震発生時の案内 
 

 ただいま地震が発生いたしました。 

 聖堂内は安全です。落ち着いて、このアナウンスに従って行動してください。 

 ハンドバッグ、座布団等で、上からの落下物を防いでください。 

 または、机の下等に入って、落下物を避けてください。 

 揺れが収まるまで、動かないで、じっとしていてください。 

 危険な出入り口は、聖堂玄関と左右の出入り口です。落下物があり、危険で

す。決してそちらから出ないでください。 
 

(5分経過後) 

 これから安全な場所まで避難誘導をいたします。 

 このアナウンスと誘導係の指示に従って落ち着いて行動してください。 

 まずは、緊急避難の必要な方を優先いたします。 

 担架が必要な方はいませんか？ 

 お近くにいる人、手を挙げて担架の要求をしてください。 

 車椅子の必要な方はいませんか？  

 お近くにいる人、手を挙げて車椅子の要求をしてください。 

 ストレッチャーの必要な方はいませんか？  

 お近くにいる人、手を挙げてストレッチャーの要求をしてください。 

 けが人は、香部屋を通って小聖堂へ運んでください。 

 小聖堂には、車椅子、ストレッチャーは入れません。控室のところまで運ん

でください。 

 

 安全な避難経路は、祭壇の左右の通路です。この通路をお使いください。 

 座席に近い避難経路をお使いください。 

 香部屋方向の出口から避難する人は、司祭館の庭まで、避難してください。 

 左手の控室から避難する人は、納骨堂の前まで避難してください。 

 退出後の健常者は、怪我人等の援助と避難場所の確保をお願いいたします。 

 各避難場所の責任者は、避難人数の把握をお願いいたします。 

 

 最終的な避難場所は、マリア館 2Fホールです。  

 各集合場所の責任者の指示に従ってください。 

 建物の上からや壁からの落下物に気を付けてください。 


